
良 昭 宏 くん
(大 田小・ 5年 )

ぼ
く

のお
ば
あ
さ
ん

ぼ

く

の

お

ば

あ

さ

ん

は

、

ぼ

く

が

し

か

ら

れ

て

い

る

時

も

、

か

ば

っ
て

く

れ

た

り

、

ぼ

く

が

病

気

に

な

っ
た

時

も

か

ん

病

し

て

く

れ

ま

ま

た

、

お

ば

あ

さ

ん

は

、

す

ご

く

働

き

ま

す

。

本

が

な

く

な

る
と

、

き

れ

い

に

し

た

り

し

て

い

ま

す

。

ぼ

く

が

雪

で

い

っ
ぱ

い

に

げ

ん

か

り

し

ま

す

。

ま

た

、

ぼ

く

の

ズ

ボ

ン

に

穴

が

あ

い
た

り

す

る

と

、

さ

お

ば

あ

さ

ん

、

い

つ
ま

で

も

元

気

で

長

生

き

し

て

ね

。

今日の主な言己事

絆誰曹[霊藤氏   4
貢実奔禁象窯峰散      5

障羅虜省とゎぎ       6
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広報ιチろ (2)

武

十
三

。
４４
歳

会
社
役
員
。当
選
４
回

①

海

と

山

と

湖

等

、

本

村

の
持

つ
地

域

的

特

性

を

生

か

し

た
産

業

振

興

と

明

日

の
し

う

ら
を

担

う

若

い
世

代

が
誇

り

を

持

っ
て

住

め

る

地

づ

く

り

に
努

力

す

る
．

②

十

三

湖

中

島

を

中

心

と

し

た

観

光

振

興

．

青

少

年

の
体

験

交

流

．

農

林

水

産

加

工

の
高

品

質

化

．

０

読

書

．

ら
ソ
フ
ト
面
の
村
政
を
推
進
す
る
．
●
）村
民
の
健
康
保
持
と

ス
ポ
ー

振
興
¨
相
内
小

の
社
築
促
進
「
男
子
型
企
業

の
誘
致

．̈
０

ス
ボ
ー

ツ

島

津

典

明

相
内

・
１５
歳

会
社
社
長
。当
選
４
回

董与

①
村
民
が
快
適
で
豊
か

活
力
０
あ
る
村
づ
く
リ
ヘ

ー
新
議
員
の
心
構
え
と
抱
負
―

一
月
二
十
四
日
を
投
票
日
と
し
た
村
議
会
議
員
選
挙
は
、
即
日
開

票

の
結
果
、
現
職
十
四
人
が
当
選
し
た
の
を
は
じ
め
、
新
入
二
人
が

新
し
く
議
員
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
し
う
ら
編
集
室
で
は
、
さ

っ
そ
く
新
議
員
の
紹
介
を
か
ね
て

抱
負
な
ど
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
　
敬

太
郎

脇
元
・
６２
歳

農
　
業

。
当
選
２
回

①

個

性

豊

か

な

活

力

あ

る

地

域

社

会

を

形

成

す

る

た

め

に

は

、

一
人

行

政

の
努

力

の

み

に

よ

っ
て
実

現

で

き

る

も

の

で

は

な

く

、

村

政

は

を

村

政

に

反

映

さ

せ

る
。

②

畑

作

、

有

畜

複

合

農

業

の
推

進

に
努

め

、

る

漁

業

の
充

実

促

進

．

社

会

福

祉

の
充

実

．

０

読

書

．

精

相
内

・
４２
歳

製
材
業

。
当
選
１
回

①

村

民

の
声

を

、

あ

り

の
ま

ま

村

政

に
反

映

さ

せ

る

．

特

に
高

齢

化

い
村

づ

く

り

に
努

力

し

ま

す

．

②

教

育

文

化

施

設

の
整

備

拡

充

．

育

民

ス
ポ

ー

ツ

の
振

興

．

③

釣

り
、　
ス
ボ

ー

ツ
¨

成酬一≒藉」ご

①

出

稼

ぎ

の
通

年

化

や

第

一
次

産

業

の
不

振

等

で

、

人

口
減

少

や

高

課

題

で
あ

る
．

０

有

畜

複

合

農

業

の
振

興

に

よ

る

所

得

の
増

大

．

米

利

用

地

の
効

率

的

活

用
．

高

齢

者

の
生

き

が

い
対

策

．

０

ド

ラ

イ

ブ

．

相
内

。
６０
歳

農
　
業

。
当
選

４
回

①

国

・
県

へ
の
依

存

財

源

の
中

で

、

効

率

的

な

村

政

の
運

営

が

課

題

民

に
信

頼

さ

れ

る

政

治

を

推

進

し

た

い
¨

（⑭
農

業

生

産

体

制

の
改

善

の
充

実

。

男

子

型

企

業

の
誘

致

．

安

東

文

化

の

か
る

さ

と

づ

く

り

と

観

光

事

業

の
促

進

。

村

民

憲

章

の
実

践

．

０

読

書

、

山

歩

き
。

村

達
月
左
衛
門

太
田
・
６５
歳

製
材
業

。
当
選
８
回

①

厳

し

い
社

会

情

勢

の
変

化

と

そ

の
現

実

を

直

視

し

、

村

民

に
信

頼

村

民

が

安

心

し

て

生

活

で

き

る

地

域

社

会

を

建

設

し

、

健

康

で

明

る

く

、

豊

か

な

活

力

あ

る
村

づ

く

り

の

た

め
努

力

し

ま

す

。

②

未

利

用

実
。

③

読

書

。

山

歩

き

．



(3)広 報ιチろ

十
三

・
５８
歳

製
材
業

。
当
選
３
回

①

人

口

の
減

少

と
老

齢

化

現

象

が

進

む
中

で
本

村

の
現

実

を

見

極

め

、

村

定

住

化

構

想

等

の
策

定

で

ま

と

ま

り

の
あ

る

あ

ず

ま

し

い
村

づ

く

り

に
努

力

す

る
．

②

教

育

の
振

興

と

社

会

福

祉

の
充

実

。

議

会

広

報

興
．

ヒ

ノ

キ

チ

オ

ー

ル

の
開

発

促

進

．

③

音

楽

鑑

賞

。

山

歩

き

。

一
一

鯉

摯

苺

一

　

　

木

瘍

犠

錆

選

７ 光

回

①

地

域

づ

く

り

に
道

標

は

な

い
。

独

自

性

を

発

揮

し

、

人

口

の
定

住

地

域

の
自

立

、

地

域

の
活

性

化

に
努

め

る
。

②

高

齢

化

す

る

漁

村

労

働

力

に
適

し

た

資

源

管

理

型

漁

業

の
確

立
．

生

涯

教

育

の
充

実

と

金

る
．

③

山

歩

き

，

十
三

・
５６
歳

漁
　
業

・
当
選
７
回

①

豊

か

で

活

力

の
あ

る

村

づ

く

り

を

推

進

す

る

た

め

、

地

場

産

業

の

い
止

め

、

村

民

参

加

の
政

治

を

行

い
ま

す

。

村

づ

く

り

は

人

づ

く

り

の
理

念

に
基

づ

き

、

人

材

育

成

に
努

力

し

た

い
。

②

十

三

湖

の

し

し

漁

業

の
振

興

。

農

業

の
多

角

経

営

畜

産

事

業

の
推

進

。

③

読

書

．

一
一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

奈

』

田

業
．

・ ５５

端

選

一

』

①

個

人

の

た

め

の
政

治

で

な

く

、

村

民

に
信

頼

さ

れ

る

明

る

く

正

し

い
政

治

を

進

め

る
。

地

域

農

業

の
振

興

を

図

り

、

自

ら

の
役

割

り

を

す

る
。

②

適

地

適

作

の
原

則

に
基

つ

い
た

畑

作

振

興

．

減

反

田

に

（

修

と

堤

防

の
上

積

に
よ

る

水

害

防

止

。

③

ス
ポ

ー

ツ
鑑

賞

。

脇
元

・
５４
歳

漁
　
業

。
当
選
２
回

①

活

力

の
あ

る

明

る

い
村

づ

く

り

を

基

本

に

し

て

、

村

民

と

の
対

話

の
中

か

ら

理

解

を

深

め

、

村

民

の
意

見

を

村

政

に

反

映

さ

せ

て

い
く

②

第

一
次

産

業

で
あ

る
農

（
畜

産

）
林

、

漁

業

の
振

興

を

図

る

た

め

の

社

会

福

祉

の
充

実

と

生

き

が

い
対

策

。

③

ス
ポ

ー

ツ
鑑

賞

。

山

歩

き

相
内

・
５３
歳

商
　
業

。
当
選
２
回

①

役

場

庁

舎

の
建

設

や

、

長

期

総

合

計

画

の
策

定

な

ど

、

劉
世

紀

を

け

に
、

議

員

と

し

て
果

た
す

役

割

り

は

大

き

い
と
思

う

。

村

民

総

参

加

の
新

し

い
村

づ

く

り

と

い
う

観

点

か

ら

、

行

政

サ

ー

ビ

ス

の
あ

り

②

商

工

業

の
近

代

化

。

観

光

振

興

。

地

域

福

祉

の
充

実

。

③

読

書

．

一

一

嘘

蒻

旺

“

】

”

佐

帥

脚

乱

一

」

判

①

美

し

い
広

大

な

自

然

と

、

恵

ま

れ

た

歴

史

的

資

源

を

活

用

し

た
生

産

性

の
高

い
活

力

の
あ

る

村

づ

く

り

を

推

進

す

る

．

村

民

一
人

一
人

努

力

す

る
。

②

農

・
畜

産

物

の
加

工

、

流

通

セ

ノ
タ

ー

の
建

設

，

本

況

を

村

民

に
報

告

す

る
．

③

ス
ポ

ー

ツ

（
野

球

）
。

読

書

（
歴

史

）

一

　

　

　

　

　

　

伊

制

判

鍮

選

渕

①
村

の
活
性
化
戦
略

の

一
つ
と
し
て
、
観
光
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い

る
が
、
総
事
業
費

に
対
す

る
観
光
事
業
資

の
割
合

い
が
大
き
く
占
め

ら
れ
て

い
る
。
厳
し

い
財
政
事
情

の
中

で
の
投
資
を
可
能

に
す
る
た

め
に
は
他
事
業
と
結

び

つ
け
た
施
策

が
必
要

で
あ

る
た
め
、
村
民
と

一
緒

に
努
力
す

る
。
②
磯
松
川
河

国
の
改
修
。
村
道

の
舗
装
整
備
．

磯
松

・
脇
元
地
区

の
史
跡
道

の
整
備
促
進
。
③
旅
行
。

一（鱚鱚菫
　　村制一稔瘍鍵罐

①

議

会

は

最

高

の
議

決

機

関

で
あ

る

が

、

議

場

は

村

民

の
も

の
。

あ

押

さ

れ

る

事

な

く

、

全

村

民

所

得

の
増

大

を

図

る
。

②

磯

松

川

河

川

を

促

進

す

る
。

③

釣

り
。

ス
ポ

ー

ツ
鑑

賞

。



-16人の新議員決まる一

村議選の投票状況

広報ιメろ (1)

信頼 を全身に うけて

副議長 に選 ばれた

本f元 貝J美氏

村
議
選
確
定
得
票

―
各
常
任
委
員
長
も
決
ま
る
―

新

し

い
村

議

会

議

員

が

選

ば

れ

員

、

西

北

五

衛

生

処

理

組

合

議

員

防

事

務

組

合

議

員

、

津

軽

北

部

老

人

福

祉

事

務

組

合

議

員

、

津

軽

北

◆

総

務

企

画

常

任

委

員

会

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

◆
土
木
常
任
委
員
会

◆
西
北
五
精
神
薄
弱
児
施
設
組
合

◆
西
北
五
衛
生
処
理
組
合
議
員

◆
津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
議
員

◆
津
軽
北
部
老
人
福
祉
事
務
組
合

◆
津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合
議
員

当1日 の有権者数 投 票 率

舜
二
投

票
辞

矛
二
投
票
“

合
●
計

議
長
工
藤
・副
議
長
村
元
の
両
氏

工 藤 武 則氏
村議会議長 に選 ばれた



(5)広 報ι 多ろ

◆獅一一一̈螂脚列岬一

月
２３
日
午
前
３
時
３。
分
ご
ろ
。

◆
覚
知
日
時

・
同
３
時
４４
分
。

◆
鎮
火
日
時

・
同
４
時
４７
分
。

◆
損
害
等
▼
人
的
被
害

（負
傷
者

屋
建

一
棟

・
焼
失
面
積
四
〇
五

・

◆

損

害

額

合

計

一
一
五
、

〇
〇
五
千
円

内

訳

（
彙

¨

鰤
「
一
一

一
」
〓
一
］

◆

消

防

隊

の
出

動

状

況

　

▼
出

動

ン
プ
車

三

台

、

小

型

動

カ

ポ

ン
プ

‐２
名

、

消

防

団

員

８。
名

）

◆

‐２

月

２３

日

▼
基

幹

集

落

セ

ン
タ

ー

で
全

職

員

に
対

し

、

村

長

よ

り

◆
‐２
月
２４
日
　
▼
海
洋
セ
ン
タ
ー

一
部
を
除
き
復
元
完
了

火
災
対
策
本
部
を
解
散

各
課
は
平
常
勤
務
体
制
に

時

二

十

分

ご

ろ

、

役

場

庁

合

か

ら

民

並

び

に
関

係

機

関

に
対

し

、

多

お
詫

び
申

し

上

げ

ま

す

。

直

結

し

た

事

務

棟

で
あ

っ
た

こ
と

策

本

部

（
本

部

長

・
二

重

貢

村

長

）

を

設

置

し

、

前

後

策

を

協

議

、

住

民

サ

ー

ビ

ス
を

最

優

先

に
業

務

体

制

を

整

え

、

職

員

も

一
九

と

な

っ

行

員

の
佐

藤

与

一
さ

ん

も

、

そ

の

後

元

気

を

取

り

戻

し

、
無

事

退

院

村

で

は

、　

一
月

九

日

、

職

員

の

に
関

係

機

関

の
強

力

な

ご
指

導

と

村
議
会
全
員
協
議
会
を
開
き
、　
一
月
二
十
九
日
、
「火
災
対
策
本
部
」
を

解
散
し
ま
し
た
。

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た

損
害
額
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
職
員
会
議
が

「税
関
係
の
焼
失
書
類
の
再
製
は

若
千
残
っ
て
い
る
が
、
村
議
会
議

の

た

め

職

員

３。
名

出

動
．

▼

選

挙

管

理

委

員

会

開

催

（
一
月

五

日
告

示

予

定

の
村

議

選

を

延

期

決

定

。）

◆

‐２

月

２６

日

　

▼

課

長

等

連

絡

会

議

（
暫

安

予

算

、

各

課

の
対

応

状

況

、

正

月

休

み

返

上

等

決

定

）

◆

‐２

月

２７

日

　

▼

火

災

現

場

の
跡

◆

‐２

月

２８

日

　

▼

県

防

災

無

線

再

◆

‐２

月

２９

日

　

▼

火

災

現

場

の
跡

◆
１
月
４
日
　
▼
選
挙
管
理
委
員

作
成
作
業

一
段
落
。

◆
１
月
６
日
　
▼
焼
失
台
帳
復
元

状
況
確
認
事
務
打
合
せ
。

◆
１
月
７
日
　
▼
選
挙
人
名
簿
縦

◆
１
月
９
日
　
▼
職
員
の
非
常
事

務
所
、
弘
前
社
会
保
険
事
務
所
、

五

所

川

原

公

共

職

業

安

定

所

、

県
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●

牲

盛
季
退
去
五
四
五
年

私

た

ち

が

七

八

年

前

磯

松

部

た

時

、

通

り

が

か

り

の
土

地

の

婆

さ

ん

が

「
フ

ン
ダ

デ

が

」

と

教

え

て
く

れ

た

所

が

こ

の
遺

跡

出

土

す

る

か

ら

か

「
墳

館

」

の

に

二

三

条

の
空

濠

に

国

続

さ

れ

た

し

、

磯

松

川

が

清

い
流

れ

で

と

り

園

み

、

中

世

の
館

趾

（
蝦

に

か

ヽ
り

、

五

六

片

の
縄

文

土

か

ら

土

を

運

搬

し

た

か

ど

う

か

誘
松
は
古
名

の
中
に
渦
巻
い
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
文
化
財
審
議
委
員
会
が

′
聯

藤
伏

政

⌒又
は
そ
の
弟
政
盛
）
の
た

め

「弓
矢
に
打
ち
負
け
」
、
ふ
る

里
の
最
後
の
砦
唐
川
城
を
退
去

し
、
小
泊
村
柴
崎
城

（
一
本
柴

し

た

。

実

に
感

慨

無

量

の

一
言

Λ

ろ

（〕

部

∨

-141-
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情報をお寄せ<ださい

お し ら せ
役場の電話は62-2111

す
こ
や
か
日
記

二
男
松
幸
ち
ゃ
ん
會
一歳
）

三
男
竹
史
ち
ゃ
ん

曾
一歳
）

座
っ
て
い
る
の
が
兄
ち
ゃ
ん

所得税の申告と

納税は3用 15日 まで

鯰 |が,m魃 1翻

国民年金の保険料を

完納しましよう

市浦村の人口と世帯数

合
格お

め
で
と
う

商
工
会
珠
算

検
定
試
験

小

学

校

に

お

い
て

、

第

７８

回

全

国

商

工
会

珠

算

検

定

試

験

が
行

わ

れ

ま

し

た
。

受

験

者

数

が

五

十

二

名

合

格

者

は

次

の
と

お

り

で
す

。

▼

二
級

　

小

田
桐

晃

子

、

山

内

美

和

子

（
辻

分

珠

算

塾

）

間

鈴

佳

（
辻

分

珠

算

塾

）

▼

五
級

　

秋

月

達

淑

、

中

井

勝

海

（
浦

田

塾

）
大

沢

七

枝

、

木

村

津

大

、

成

田
恵

（
辻

分

珠

算

塾

）

（
辻

分

珠

算

塾

）

笹

山

悦

子

（
辻

分

珠

算

塾

）

梶

浦

麻

理

子

、

豊

島

正

樹

（
浦

田

塾

）
葛

西

理

恵

、

下

山

夏

美

、

三

和

弘

樹

（
辻

分

珠

算

塾

）

▼
十

級

　

白

川

友

和

、

付

上

こ

綸 豪ふ藝IT
饉

濶

儡
響1暴

了岬瞑瑞
騨
一

一鬱
朧
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食

事

に
時

間

を

か

け

ず

に

サ

ッ

れ

る
前

に
適

量

を

超

え

た

食

事

を

若
者
が
定
住
で
き
る
村
に

ど
こ
ま
で

気
を
つ
け
て
い
ま
す
か

目
□
日
田
回
日
図
園
園
□

一　　　　　̈

一
】
一
一
「
編
¨
“
〓
勢

‐こ 食
一
副
　
　
　
れ
叫
］

お

誕

生

成  田 み ゆ きさん

(脇元 023歳
)

面
躙
幽

で
よ
い
所
だ
け
ど
、
住
む
の
に
は

何
か
と
不
便
な
所
だ
ね
」
と
、
言

実
際
私
も
、
東
京
か
ら
帰
っ
て

き
た
も
の
の
、
働
く
場
所
が
見
つ

て
心

筋

梗

塞

や

脳

梗

塞

を

予

防

す

る

Ｅ

Ｐ

Ａ

（
エ
イ

コ
サ

ペ

ン
タ

エ

週

に

二

、

三

回

は
魚

料

理

を

つ

木
津
谷

紗

織

（相
内
）
忠

奈

良
　
英

剛

（大
田
）
雄

田

中
　
辰

未

⌒相
内
）
幸

鳴

海
　
大

輔

（相
内
）
都

山

田
　
佳

大

（桂
川
）
達

小

倉

志

信

（十
三

信

鯛́｝ご結婚

⌒一
飾
蒔
隷
一脚

⌒」木［　難穂社
一［

（′ｊヽ松山鰤　舞佳『
一軌

⌒は
］
椰
『
一一

⌒昭　］　静　鋤
一針

⌒神　井　榊　年
一針

⌒物　梅　誌　鄭
一制

⌒嘲田略　帥　〓
一聾

⌒鰤　口　秘美摯
一ノ‐、脇

⌒中　］　雄み一
一回

⌒動藤時　に
「
一時

⌒『　』　櫛美彰
一嘲

⌒競　劇　売ど噺
一壊

隕
財

靡

良

　

士
口

（
十

三

）

８８
歳

キ

　

サ

（
脇

元

）

８４
歳

ツ
　

セ

（
十

三

）

８８
歳


